
COMPANY  PROFILE

粉 粒 体 用 機 器 ＆ シ ス テ ム



1935 年の創業以来、ゴム・プラスチック関連の加工機器を他社に先駆けてご提供してまいりました。

プラスチック成形機周辺装置等のプラスチック製品製造機器の製造、販売およびこれに関連する

システムエンジニアリングを主な事業としております。

「混ぜる」「運ぶ」「計る」「乾かす」「調える」の5つのコア技術を時代とともに蓄積、

近年では、液晶、スマートフォン、電池、食品、化粧品等の幅広い事業分野でご利用いただいております。

製造現場における省力化機器のスペシャリスト 、カワタは、現場第一、皆さんの現場の声をものづくりに活かしながら、

先進の技術で、幅広い分野と多様なニーズにマッチした製品をお届けいたします。
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会社のあゆみ 
1935年   9月 

 

1949年   3月 

1951年   7月 

 

　 10月 

 

1959年   9月 

1962年   6月 

　 10月 

 

1963年   3月 

1968年   4月 

1970年   1月 

1972年 10月 

1973年   3月 

 

9月 

 

1974年   6月 

1975年   1月 

1979年   5月 

1980年   1月 

8月 

 

1982年   4月 

 

1985年   3月 

1987年   1月 

 

　   6月 

　   8月 

 

1988年   5月 

　   9月 

 

1989年   6月 

7月 

 

9月 

11月 

 

1990年   1月 

1991年 12月 

1993年   5月 

 

9月 

1994年   1月 

 

　   3月 

　   4月 

1995年   3月 

　   4月 

　   4月 

 

　   7月 

1996年   1月 

   4月 

　   8月 

　 10月 

1997年   7月 

1998年   4月 

 

　 10月 

1999年   5月 

　   6月

　 12月 

2000年   2月 

　   8月 

　 10月 

2001年   1月 

   3月 

　   8月 

　 12月 

2002年   2月 

 

　   3月 

　   4月 

 

　   9月 

2003年   1月 

　   2月 

2004年   3月 

　 12月 

2005年   4月 

　 10月 

2006年　6月 

2008年　2月 

 

　   3月

　   4月 

　   5月 

　   6月 

 

2009年   4月 

 

　   7月 

　 10月 

 

2010年   8月 

 

 11月 

 

2011年   4月 

 

　   4月 

　   9月 

 10月 

2012年   4月 

　   5月 

2013年   6月 

　    

   7月 

2014年   6月 

 

2015年   9月 

 

 

2016年   6月 

　 11月 

 

2018年   3月 

2019年   1月 

2020年   2月 

川田正煥が大阪市西成区に「川田製作所」を創立。主としてゴム

製品製造用機械及び金型の設計、製作に従事。 

化学工業の発展にさきがけて、合成樹脂加工用機械の製作に着手。 

法人組織に改組。初代社長に川田正煥が就任。「株式会社川田

製作所」と呼称。 （資本金25万円） 

押出成形機を開発。同時にパイプ製造、波板製造、シート製造など

押出関連装置を開発。 

大阪市西成区に梅南工場を設置。  

高速流動式混合混練機（スーパーミキサー）の生産開始。 

自動輸送機（オートローダー）の実用新案を獲得。直ちに大量生産

開始。 

東京都台東区に東京営業所を設置。 

兵庫県三田市福島宮野前に三田工場を設置。 

米国、コネア社と自動着色計量装置（オートカラー）の技術提携。 

名古屋営業所を設置。  

独クラウスマッファイ社と合成樹脂処理機械（スーパーグラッシュミ

キサー）の技術提携。 

ドクター　ロドリッチ　グラフ氏（西独）と脱湿型乾燥機（チャレンジ

ャー）の技術提携。 

東京都足立区に東京営業所を移転。  

本社を大阪市西区阿波座に移転。 

東京営業所を東京支店に改称。 

会長に川田正煥、社長に川田照廣が就任。 

東洋インキ製造株式会社との間で、粉粒体処理用振動混合機（ス

ーパーフローター）について技術提携。 

東京支店を東京工場と改称し、新たに東京都中央区に東京支店を

設置。 

「株式会社川田製作所」を「株式会社カワタ」に社名変更。 

脱湿型乾燥機（チャレンジャー）の国内特許確立。（特許第160783

号） 

社長に川田正煥会長が復帰。 

CD（コンパクトディスク）用樹脂乾燥システムを米国･コネア社に逆

技術輸出。 

埼玉県川口市に東京工場を移転し、旧工場を閉鎖。 

世界初、マイクロ波連続乾燥機（ドライトップ）を開発。通産省新技術、 

開発補助金並びに大阪府工業技術賞を受賞。  

社長に太田道之助が就任。 

米国アキゾマチック社（現トレクセル社）との間で、自動連続水分測

定装置（アキゾメーター）について技術提携。 

米国に現地法人「カワタＵ.Ｓ.Ａ. ＩＮＣ.」を設立。 

シンガポール国に現地法人「カワタMFシンガポールＰＴＥ. ＬＴＤ.」を

設立。 

大阪市西区に「株式会社サーモテック」を設立。 

社団法人日本証券業協会に店頭銘柄として登録。 

シンガポール国の現地法人を「カワタパシフィック PTE. LTD.」に改

称。 

マレーシア国に現地法人「カワタエンジMFG. SDN. BHD.」を設立。 

世界初、吸着剤にADSセラミックスを採用した脱湿型乾燥機（チャ

レンジャー�）を開発。 

埼玉県川口市に東京支店を移転。 

中国上海市に駐在員事務所を設置。 

中国上海市に現地法人「川田（上海）有限公司」を設立。 

中国廣州市に廣州事務所を設置。 

トヨタ自動車株式会社及び東洋インキ製造株式会社との間で重量

式定量供給機（シンクロオートカラー）について技術提携。 

同、重量式定量供給機（シンクロオートカラー）の販売を開始。 

三田工場を増改築し、大阪工場の機能を三田工場に集約統合。 

フィリピンにフィリピン連絡事務所を設置。 

タイ国に現地法人「カワタタイランドCO., LTD.」を設立。 

世界初のDVD対応「材料輸送乾燥供給システム」を開発。 

中国上海市に現地法人「川田機械製造（上海）有限公司」を設立。 

スウェーデン国ラピッド社からプラスチック粉砕機の独占販売権を取

得、販売を開始。 

中国上海工場完成。プラスチック加工機器の本格生産開始。 

品質保証の国際規格「ISO9001」認証を取得。 

会長に太田道之助、社長に太田敏正が就任。 

大阪市西区に「株式会社カワタテクノサービス」を設立。 

台湾に現地法人「川田國際股ｲ分有限公司」を設立。 

600千株公募増資。 

東京都千代田区に東京営業所を設置。 

三田工場に自動倉庫完成。  

中国、深　市・天津市に営業所を設置。  

三田工場増改築。（ＭＣＦ開発工場完成）  

廃プラ造粒減容装置（スーパーアドオンミキサー）を開発。  

株式会社ハルナと｢未乾燥樹脂対応射出成形システム｣（エコマック）

で提携。  

埼玉県に廃プラ造粒減容装置の実証センターを設置。 

大阪市西区にスウェーデン国ラピッド社と合弁で「�カワタラピッドジ

ャパン」を設立。 

中国上海第２工場完成。 

中国香港特別行政区に現地法人「川田機械香港有限公司」を設立。

中国天津市に駐在員事務所を設置。 

中国蘇州市に蘇州営業所を設置。 

株式会社ジャスダック証券取引所に株式を上場。 

エム・エルエンジニアリング株式会社の全株式を取得、子会社化。 

中国上海第３工場完成。 

社長に湯川直人が就任。 

環境マネジメントシステムの国際規格「ISO14001」を全社を対象に

認証取得。 

名古屋営業所を東区大曽根に移転。 

知的財産管理強化の為、知財開発室を新設。 

中国、四川省の大地震に対して義援金を贈る。 

カワタ協力企業43社が「カワタ緑友会」を結成。 

それまでの�カワタ共栄会�を発展的に解消。 

「チャレンジCES」（コスト削減・省エネルギー・省スペース）を策定、

CESシステムを追求した新製品を次 と々発表。 

CESシステムを「キャラバン」、客先で省エネ機などを宣伝・販売。 

大阪府では、カワタの脱湿乾燥機CESシリーズが’09年度「省CO2設

備導入支援事業」として決定。 

省エネ・環境配慮型脱湿乾燥機に「カーボンオフセットを付帯」して販

売を開始。 

三田工場内に粉体テストセンターを開設。 

粉体機器の省エネ・省スペース、コスト低減を提案。 

機上式微粉除去装置（ゼノフィルター）及び微粉分離除去装置（ファ

インズセパレーター）を「粉体工業展」で発表。 

インドネシア国に現地法人「P.T.カワタインドネシア」設立。 

粉体機器を拡販する為、赤武エンジニアリングと業務提携。 

インドネシア工場操業を開始。 

株式会社レイケンの全株式を取得、子会社化。 

大阪市西成区に新大阪工場が竣工。旧大阪工場を移転、拡張。 

東京証券取引所市場第二部に上場。 

社長に白井英徳が就任。 

タイ国に現地法人「レイケンタイランド CO., LTD.」を設立。 

インドネシア共和国に現地法人「P.T.カワタマーケティングインドネシ

ア」を設立。 

単元株式数を1,000株から100株に変更。 

中国上海市に「川田機械製造（上海）有限公司」の新工場を建設し、

旧工場より集約移転。 

監査等委員会設置会社に移行。 

メキシコ合衆国に現地法人「カワタマシナリーメキシコS.A. DE C.V.」

を設立。 

東京証券取引所市場第一部指定。 

社長に白石亙が就任。 

ベトナム社会主義共和国に現地法人「カワタマシナリーベトナム 

CO., LTD.」を設立。 
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TOP MESSAGE from
社会や市場から求められるものに 
タイムリーに対応し、お客様に感動を 
与えられる製品とサービスを 
提供いたします 
　当社は1935年に川田製作所として誕生しました。当初は部品
の下請け製作が主な仕事でしたが、1938年に川田製品として第
1号のゴムチューブ押出機を製作しました。その後も主に部品の
下請け加工や他社機械の修理を行っておりましたが、戦後、プラ
スチックの時代が到来すると予測し、プラスチック用押出機、そし
て現在のプラスチック成形工場における省力化機器の開発製造
に着手、欧米メーカーとの技術提携も積極的に進め、現在の製
品の基礎を作りました。そして当社の成長を支えてきたのは、創
業以来の精神です。 
１．お客様や社会が求めているものを考えて、手助けとなる製品
やサービスを提供する 

2．経験や知識がなくても、将来性があるものには挑戦する 
3．挑戦する時の実施スピードの速さ 
4．従業員とともに歩んでいく経営姿勢 
　経済のグローバル化や情報化社会が進み、製造業を取り巻く
環境は大きく変わろうとしていますが、当社はこの創業以来の精
神を大切にして、しっかりと歩みを進めてまいります。 今もなお、プ
ラスチック製品の多様化が進み、新素材や新機能材料が開発さ
れています。リサイクルや耐久性向上等、地球環境を意識した対
応を行いながら、世界規模ではプラスチック製品の用途は今後も
拡充が見込まれます。また、お客様の製造現場では益々省力化
が求められていきます。当社は、現場第一主義を基本姿勢とし、
創業以来培ってきた技術を基に、お客様の生産活動の改善に
つながる提案と、お客様に喜んでいただける製品・サービスを提
供することにより、世界の人々のより豊かで安全な暮らしに貢献し、
企業価値・株主価値を高めてまいります。 

代表取締役社長　白石 亙 

＜カワタエコマーク＞ 
Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ ＣＥＳマーク 

汎用性のあるプラスチックから医薬品、 
食品までの幅広い分野において 
製造現場力を提供 
　私たちのくらしのまわりの容器から宇宙産業にいたるまで、プラス
チックは幅広く使用されています。特に樹脂の高機能化はめざましく、
耐熱性、高強度、軽量、電気絶縁性、寸法安定性などの利点を生か
して、自動車・電子機器、情報記録媒体等の各分野に使用されてお
ります。また、日進月歩の医薬品製造、あらゆる食品加工における粉
体、粒体加工による製品は、私たちの生活を豊かなものにしました。
カワタは、これら製造現場における幅広い分野で機器の提供、シス
テムエンジニアリングを展開しています。 
 
常に時代の一歩先を進む技術のカワタの 
Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ ＣＥＳ（チャレンジセス） 

　地球温暖化防止が叫ばれる昨今、環境
に配慮し、社会に貢献する企業として製
品開発を強固に推進しています。 
その指針として、市場に受け入れられる製
品であることを第一と考えています。 

　「お求め安い価格（Ｃ＝コスト）」 
機能はアップしても価格はそのまま。

従来と同等機能の場合は、お求め安い価格に設定いたします。 
　「省エネ（Ｅ＝エネルギー）」 
ＣO２排出量削減に寄与するため、排気熱のコントロール等の
省エネ設計によりエネルギー効率アップを行います。 

　「省スペース（Ｓ＝スペース）」 
設置面積の省スペース化とともに、当社機器の生産時に使用
する鉄・ステンレス等の削減を行います。 

 
　カワタは、製品の品質の向上はもとより、販売・設計・生産・管理
におけるすべての部門においてＣｈａｌｌｅｎｇｅ ＣＥＳを推進、常に一歩
先を進む製品開発をしております。 
 
　当該製品については、社内基準として、価格（Ｃ＝コスト）」、「省
エネ（Ｅ＝エネルギー）」、「省スペース（Ｓ＝スペース）」において従
来機比10％以上の改善ができたものについては、＜カワタエコマー
ク＞Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ ＣＥＳマークを機器に貼付しております。 
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粉砕
（材料を再利用

する）

温度調節
（温度を調える）

（（（（（

カワタの理想的な
ハンドリング技術が、
幅広い分野と
多様なニーズに、
お応えします

お客様の粉体・
粒体材料

お客様の
材料を最適な
状態にします

貯蔵
（保存する）

お客様にて
様々な部品・
製品の加工・
成形にご利用
いただけます

輸送
（運ぶ）

乾燥
（乾かす）

計量・着色・混合
（計る・混ぜる）

カワタの粉粒体加工機器

※上記はプラスチック成形の場合のサンプル工程です。

サイロ
粉粒体
輸送機

吸引
輸送機

原料
タンク

熱風
乾燥機

脱湿
乾燥機

熱媒体循環
温度調節機

流動
混合機

計量
混合機

粉砕機

セラミックスの予備混合工程に 食品の添加剤混合工程に粉末金属の予備処理工程に プラスチック成形品の成形工程に

医薬品の混合・輸送工程に

高充填木質プラスチックの混合・乾燥工程に

液晶部材の成膜工程前処理に各種反応槽等のジャケ
ット、タンク、プラス
チック・ダイカスト成
形金型等の温度調節に

顔料の調色工程に

光学関連部品の製造工程にカラートナーの外添工程に化粧品の予備混合工程に電池材料の乾式混合工程に

自動車部品の成形工程に

農薬の混合工程に

洗濯機、エアコン等家電部品の成形工程に
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高度化するユーザーニーズに対応する 
セレクトロニックシステム 

成形工場の無人化・FA化を実現した射出成形機用機器＆システム 

プラスチック製品製造機器 

セレクトロニックシステムは、原料の受入れ工程から、輸送分配工程→乾燥工程→計量混合工

程→粉砕・回収工程→金型温度コントロールにいたる各装置を有機的に結合したカワタ独自の

システムです。これにより、プラスチック成形工場の無人化・FA化を実現しました。乾燥システム、

計量混合システムなどに汎用性がある上に、オートビューターシステムの採用により各種装置の

切換がリアルタイムで可能とすることで多品種変量の稼働効率を向上させるなど、高度化するユ

ーザーニーズにも適確に対応した、フレキシブル生産システム（FMS）に近づけました。 

オートローダー 

アドオンホッパ 

（各社射出成形機） 

集中制御盤 

チャレンジャー� 

ジャストサーモ 

粉砕機 

エースドライヤー 
（熱風乾燥機） 

オートカラー�（質量計量混合機） 

ACAシリーズ 
必要なのは、“計量機能”/“混合機能”/“操
作性”、この3つの基本操作系の機能アップを
果たすこと。小型混合機ではそれに加え、必
要不可欠な“輸送機能”を内蔵するとともに、
“清掃性”を向上しました。AUTOCOLOR�
の世界がさらに広がります。 

ADAシリーズ 
マイコン搭載による、PID制
御方式の採用で、乾燥温度の
高度な制御を実現。 

チャレンジャーⅢ（脱湿乾燥機） 

原料タンク 
乾燥ホッパ 

パネル 

パネル 

オートビューター 

原料タンク 

ルーツブロワ 

アドオンホッパ 

屋外サイロ ロータリーフィーダ 

バローホッパ 

ルーツブロワ 分岐バルブ 

DAAシリーズ　 
従来のＤＡで採用していたＡＤＳ
セラミックスをコルゲート式ハニ
カムに変更、高露点（－４０℃）にて、
より高効率で安定した乾燥を実現。 

粒体 

原料貯蔵装置 
サイロ 

貯蔵 

吸引輸送機 
オートローダー 

輸送 

質量計量混合機 
オートカラーリミテッド 

計量・混合 

減圧乾燥機 
デコ 

脱湿乾燥機 
チャレンジャーⅢ 

乾燥 

脱湿乾燥機 
チャレンジャーⅢ 

窒素乾燥機 
M-スタビライザー 

低速粉砕機 
Gマスター 

粉砕 

熱媒体循環温度調節機 
ジャストサーモ 

温度調節（金型） 

質量計量混合機 
オートカラー� 

成

カ

テ

可

た

徹
実
完

貯

計
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6

プラスチック製品製造機器 

成形工場の無人化・FA化を実現した押出成形機用機器＆システム 

粉粒体配合工場 粉粒体配合システムパネル 

カワタの技術を結集した合理化・自動化のための機械・装置をシス

テムとして組み、原料の受入れ、貯蔵から最終行程までの無人化を

可能にしました。各種の配合を自動的に行なうことによって、徹底し

た生産合理化とクリーンな工場づくりができるようになりました。 

徹底した生産合理化を 
実現する 
完全自動配合システム 粉体 

原料貯蔵装置 
サイロ 

貯蔵 

計量供給機 
ノンブリッジフィーダー 

計量 

計量供給機 
ホッパースケール 
 

計量 

熱媒体循環温度調節機 
ジャストサーモ 

温度調節（ジャケット冷却／加熱） 

高速流動混合機 
スーパーミキサー（ゲレーションタイプ） 

混合 

冷却混合機 
クーリングミキサー 

混合（冷却） 

サイロ 

受け入れホッパー 

ノンブリッジフィーダー 

ホッパースケール 

オートスケール 

スーパーミキサー 

クーリングミキサー 

コンプレッサー 

ブロータンク 

パウダーローダー 

受け入れホッパー 

（各社押出成形機） 

集中制御盤 

輸送計量機 
オートスケール 

輸送・計量 

＿P02-13-和文.qx  20.7.17 19:13  ページ 6



粉体機器

粉体機器＆システム
創業以来、高速流動混合機（スーパーミキサー）を中心に、
粉体プラントに必要な主要機器を取り扱っております。
お客様の粉の悩みを、これら単体機器を組合せ、
長年培った粉体エンジニアリング力で、ベストソリューションを提供いたします。
ぜひ、粉についてのご相談は、カワタまでご連絡ください。

混
ぜる

計
る

幅広いニーズに応える

カワタの粉体機器＆システム

乾
かす

混
ぜる

Mixing
“混ぜる”　この工程はあらゆる産業・業種に必要不可欠な工程です。“極限まで均一に混ぜ
る”“短時間に混ぜる”“ゆっくり静かに混ぜる”　カワタはその目的と状況に応じた混ぜる
技術をお客さまといっしょに考え、提案してまいります。

運
ぶ

Conveying

最も簡単で効率よく運ぶ。カワタの空気輸送機器はコンパクト、省エネルギーを追求した
技術の結集です。

計
る

Weighing

キーワードはaccurate。この言葉のもと、カワタの計量機器は極限まで正確にかつ使い易
く、Human Interfaceを重視した制御パネルが使われるお客さまの視点に立った機能を存
分に発揮します。

乾
かす

Drying

水分や揮発分、素材に含まれる不要な成分をコントロール。乾燥は次工程に影響を及ぼす
大切な工程です。

える
調
Temperature
Controlling

生産プロセスにおける単なる加熱、冷却だけではなく、設定温度に対し高精度な媒体（清水、
油）の温度調節を行い、対象物（ジャケット部、各種ロール）の温度を管理します。

運 調
ぶ える
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粉体機器

プラスチック　　　ファインケミカル
セラミックス　　　電池
農薬

適応業種

ブロータンク

プラスチック
セラミックス
農薬

ファインケミカル
電池

適応業種

①輸送効率を重視した高濃度圧送装置
②材料輸送時に可能な限りは破砕したく
ない場合に有効
③配管材内部の摩耗を軽減

特徴
①分解・清掃が容易
②各モジュールは軽量設計
③輸送方式を問わず対応
④材料に応じて負荷を軽減できるノズル
を採用

特徴

パウダーローダー

①短時間で均一な混合が可能
②様々な素材に対して様々な処理を施す
事が可能（多彩な攪拌羽根）

③目的と処理量に応じて機種バリエー
ションが豊富

④多彩なオプション対応が可能（耐摩耗仕
様、減圧仕様、チョッパー、加熱・冷
却ユニット）

⑤清掃性・メンテナンス性に配慮した機械
構造

特徴

プラスチック
ゴム
セラミックス
粉体塗料

ファインケミカル
電池
建材
ガラス

適応業種

スーパーミキサー

①素材混合時、最適な温度管理のもと効率のよい混合が可能
②素材の昇温が不適切な場合、チラー等で冷却が可能
③素材を混合しながら乾燥を付加したい場合、外部加温により効果大

特徴

プラスチック
ファインケミカル
建材

適応業種

ミキサー＋温調機

①大流量・高圧力で水路の末端まで媒体
が循環

②媒体が水とOILの2タイプあり
③対応温度が40℃近辺からMAX320℃ま
で幅広く対応可能

④高精度な温度管理が可能
⑤プログラム温調機能で様々な運転が可能

①低圧ポンプの採用で様々なジャケット
温調に適用

②高精度な温度管理が可能
③プログラム温調機能で様々な運転が可能
④対応温度は7℃からMAX320℃まで

特徴

プラスチック
セラミックス
電池

適応業種

特徴

ロール温調 ジャケット温調

適応業種
食品
医薬
飼料
農薬

建材
ファインケミカル
化粧品
電池

塗料
顔料
プラスチック
セラミックス

①計量能力10kg～120kg/h 1kg～10kg/h
（かさ密度 1.0g/cm3 の場合）
②高精度 設定値の±0.5wt％以内（材料に
より精度は変動します）
③さまざまな粉体に対応！

①計量能力 100g～1000g/h
②超微粒子の微量供給に！
③高精度設定値の±1～3wt％以内（精度
は材料により異なります）

特徴 特徴

食品
化粧品

ファインケミカル
電池

適応業種

ウイングスケーラー ファインズビット

運
ぶ

Conveying

運
ぶ

Conveying

計
る

Weighing

計
る

Weighing

乾
かす

Drying

える
調
Temperature
Controlling

プラスチック 農薬
セラミックス ファインケミカル
食品 電池

適応業種

ナノパージョン

適応業種
プラスチック
ゴム
セラミックス
粉体塗料

ファインケミカル
電池
建材
ガラス

特徴
①超高速仕様により分散性能向上を実現
②ナノ粒子の乾式分散が可能
③羽根のせん断力UP！微粉砕効果が向上

混
ぜる

Mixing

混
ぜる

Mixing
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クリーンドライヤー

クリーンドライヤー 4

二次電池、液晶関連
光学レンズ等様々な分野を切り拓きます。

光学レンズ、導光板成形用窒素乾燥機（連続式）

材料にダメージを与えず、安定成形！
紙袋から成形機までの材料を管理！
黄変防止機内窒素濃度99％以上

DO series

9

 

お客様の材料持込みによる各種乾燥テストに対応致します。
・新規開発材料の乾燥条件を確立したい。
・熱融着、ブロッキングが発生しやすい材料を低温＆低露点乾燥したい。
・酸化劣化、黄変等を防止する必要があり、N2循環で評価がしたい。
・共重合チップを融着、変形させる事なく、安定して結晶化させたい。
等々多様なご要望にお応えし、各種乾燥テストが実施出来る体側を構築しています。
水分測定装置（カールフィッシャー法）、指差熱分析装置等の計測機器も完備し、
お客様のご要望にお応えしております。

充実した社内テスト体制

W.R

W.S

W.R
W.S

N2

W.R
W.S

INV

EX.

P

W
.S W

.R

EX.

EX.

W
.R

W
.S

P

N2

PdI

HF-1 LE

GT-1

BU-1

LE

PL-1

CY-1

DR-1

TE

TE

PdI

HF-2

EH-1

PdI

LF-1

CO-1

M

RF-1

BL-3

TE

TE

EH-2

AD-1

M

CO-2

LF-2

PE

M

BL-2

DU-1

PdI

PS

M

PS

BL-4

CY-2
CO-3

LF-3

TE

LE

LE

TE

TE

TE

VH-2

PG

VP-1

PG

TE

TE
LE

VH-1TE

LE

LE

NT-1

VP-2

LE

LE

LE PL-2

光学フィルム用乾燥装置（N2対応可）

私達カワタは、1973年、日本市場にいち早く脱湿式樹脂乾燥装置（商品名：チャレンジャー）を上市しました。

それ以来、各種エンジニアリングプラスチックの登場に応えて、あくなき技術の追求と豊かな経験に基づき、

プラスチック成形を支える高い信頼性を誇った製品群を開発して参りました。

M-STABILIZER-

　
代
の
た
タ
道
皆
の
に
い
ス
は

市
カ
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顧客満足度を最優先に考えた技術開発― 
プロセス技術の未来を創る知恵と力がここにあります 

技術開発知財部門 

　ユーザーニーズはどこへ向けられているのか？時
代は何を求めているのか？カワタのものづくりは、そ
の答えを探すことから始まります。独創性にすぐれ
た製品を世に送り出し、技術力をアピールするカワ
タブランドの数々。その根底を支えているのが、地
道なマーケティング活動を経て得られたユーザーの
皆様の声なのです。それぞれの粉粒体加工現場
の夢を実現する当社の取り組みChallenge CES
にて、品質を向上または維持しながらも、お求め安
い価格（Ｃ＝コスト）、省エネ（Ｅ＝エネルギー）、省
スペース（Ｓ＝スペース）を実現する製品を、私たち
は常に追求しています。 

市場分析から始まる 
カワタの技術開発 

　より高度な技術開発を目指し、カワタでは多方
面からの意見提案を採り入れています。また、ユー
ザーや成形材料メーカーの皆様、そして大阪府立
産業技術総合研究所や大阪市立工業研究所、
山形大学とともに共同研究も実施しています。 
　このように各分野で広い視野に立った研究開
発を行なっていますが、その基盤となるのが設計部
門、商品開発部門間をはじめとするジョブローテー
ションです。定期的にさまざまな機器、システムの
開発、設計に携わることで、より高度で広い視野を
持った技術者の育成が可能となります。また商品
開発部門では、産学共同研究はもとより、市場分
析から将来を見据えた新製品開発まで、設計部門
と一体となって、カワタの今を、さらには未来を担っ
ております。 

専門職ジョブローテーションで、より高度で 
広い視野に立った技術開発を推進 

明日の最先端を生み出す 
万全の開発システム 

　より精度の高い加工機器や生産効率の高いシ
ステムを開発するために、システマチックな試験設
備の充実をはじめ、コンピュータを活用して収集した
多面的なデータをインテグレード化し、技術開発をス

ムーズに行うことに成功しています。カワタは基礎
研究を重ねながら、応用技術開発まで、明日の技術、
明日の製品開発に向けて意欲的に取り組んでいます。 

攻めと守りを実践する知的財産管理 

　特許をはじめ実用新案や商標は知的財産であり、
その管理は適切な処理が求められるため専門の
知財管理部門を設置しています。外部機関と連携
して、カワタ開発製品の特許取得、他社特許の抵
触の恐れ等を社内審査し、カワタ製品価値の向上
に積極的に取り組んでいます。 
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生産部門 

　他部門との連携プレーを生かして、生産部門から
高品質・高精度なカワタブランドが市場に送り出さ
れています。それはユーザーと直接ふれあい、その意
見をくみ上げてくる営業部門からの情報を反映した
生産活動であり、また新しい技術を開発し、機器や
システムとして設計する技術開発部門との、呼吸の
合った生産活動でもあります。営業、技術開発、そし
てものづくりの拠点である生産部門、それぞれが一
体となって、信頼のブランド“カワタ”を生み出して
いるのです。 

他部門との協力で築く 
トータルな生産体制 

　高度化、多様化、短納期化するユーザーニーズに
よって、製造業をとりまく環境はめまぐるしく変化して
います。カワタでは、このような時代をいち早く察知し、
フレキシブルな生産ラインの整備を進めてきました。
加工機器をはじめ、計量混合機、脱湿乾燥機などの
単品機器を有機的に結合したカワタトータルシステ
ムの生産によって、高品質・高精度化、コストダウン
を徹底的に追求しています。必要なときに、必要なだ
け供給できるものづくりを基本理念に、コストパフォ
ーマンスにすぐれた製品を三田工場、大阪工場、中
国上海工場、インドネシア工場そして新規に生産を
始めたタイ工場から安定供給しています。 

高度化、多様化、そして短納期化するニーズ 
に応えるフレキシブルな生産ラインを実現 

　製品の信頼性の確保をすべてに優先させて、生
産工程の随所に計測器をはじめとするコンピュータ
システムを導入し、厳しい品質管理体制を整備して
います。目標となる数値を達成してはじめて、カワタ
ブランドとなり、市場に送り出されるのです。もちろん
品質管理を支えるのは一人ひとりの“人”。常にパ
ーフェクトを追求するスタッフの厳しい品質管理へ
の姿勢が評価され、1999年5月に国際規格ISO 
9001の認証を取得しました。また、2008年2月には
CO2削減など環境に配慮した製品作りにより地球
規模で環境保全に取り組むため、ISO14001の認
証を取得いたしました。カワタは人と環境、テクノロ
ジーの面より製品の完成度向上を常に追求してい
ます。 

人と環境、テクノロジーの面から 
ハイクオリティを追求 

中国工場 大阪工場 

三田工場 

市場に送るのは、信頼というカタチ― 
あらゆる英知を結集して 
高品質、高精度、スピーディーな供給を実現 
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管理部門 

12

ユーザーの皆様のご要望をもとに 
プラスアルファのご提案 
豊かな知識とコンサルティング能力に優れた 
セールスエンジニア集団です。 

ユーザーの皆様のご要望をもとに 
プラスアルファのご提案 
豊かな知識とコンサルティング能力に優れた 
セールスエンジニア集団です 

　当社の製品・サービスを通じてさまざまな面で社会に認められ、貢献する存在であるよう日ごろより努めてい
ます。管理部門は、そのための基盤を支えているといえます。全社のオンライン化によりＩＴ（情報技術）活用
による推進を行い、事業活動に伴う人・物・金・情報の流れを管理、円滑かつ健全に会社を運営していく全社
横断的な役割を担っています。経営計画の立案、健全な財政状態の維持と適切な情報開示、労務・安全衛
生への配慮、法令遵守、全社的な環境保全活動等、カワタの様々な取り組みを行なう上で、まさに、『縁の下
の力持ち』として会社を支える。それが、管理部門です。 
 

働きやすい職場環境づくりを推進 
 
　管理部門では、働きやすい職場環境づくりを行なうことにより従業員がユーザーの皆様により良い製品・サ
ービスを提供できると考えております。従業員満足度（ＥＳ）の向上と仕事を通じて個人の成長を図るため、活
きた人事評価制度の確立に努めています。 

一人一人がセールスエンジニア 

充実したアフターサービス体制 

　ユーザーの皆様のご要望にお応えするだけでなく、これまで培った様々なソリー
ション事例をもとにプラスアルファのご提案を行ないます。時代の要求は常に変化
しています。エンジニアとしての力をもつカワタの営業スタッフはその時代の変化を
見逃さず、一歩先のご提案にて、ユーザーの皆様に末永く満足いただけるようコン
サルティングに努めています。 
 
 
 
　日本国内を問わず、各営業拠点にはアフターサービス員が常駐し細やかで迅速
な対応を行なっています。また、日本国内のアフターサービスは年中無休２４時間
体制で電話による対応を行なっています。 

事業活動におけるあらゆる情報を 
リアルタイムに把握 
円滑かつ健全な会社運営の基盤を支えています 

ＣＳＲ（企業の社会的責任）経営の基盤を支える、管理部門 
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心と技術で、世界と共生―それは、 
異なる文化や価値観を 
認め合うことからはじまった 

海外部門 

GLOBAL NETWORK

温州事務所

　カワタの海外戦略は、日本人の常識が、海外にお
いては通用しないことをまず認識し、互いの価値や
文化を認め合うことからはじまります。１９８６年７月米
国「コネアーカワタ社」の開設を足掛かりに、北中米、
中国、タイ、シンガポール、マレーシア、台湾、インドネ
シア、フィリピン、ベトナムに営業拠点を、そして中国、
インドネシア・タイに生産工場を設立。国と国、企業
と企業、人と人として、アイデンティティを尊重しなが
ら、各海外拠点は相互補完的な発展、つまり共生を
目指しています。 

世界との共生を基本理念に広がる、 
カワタの海外拠点。 

海外拠点 
■アメリカ:  KAWATA U.S.A., INC.  
1701 E Woodfield Rd. Suite 630 Schaumburg, IL 60173, U.S.A. 
Phone: 1-847-379-1449　Fax: 1-847-379-5882 
■メキシコ:  KAWATA-MACHINERY MEXICO S.A. DE C.V.  
"Business Park Conin", Lateral Norte de la Autopista 57 Mexico - Queretaro Km.201+100 El 
Marques, Queretaro.CP.76246, Modulos 3 y 4 
Phone: 52-442-277-4679　Fax: 52-442-277-4582 
■シンガポール:  KAWATA PACIFIC PTE. LTD. 
8, Kaki Bukit Road 2, #02-34 Ruby Warehouse Complex Singapore 417841 
Phone: 65-6286-8817　Fax: 65-6846-8817  
■タイ:  KAWATA (THAILAND) CO., LTD.  
135/15-16 8TH FL., Amonphan 205 Tower 2 Soi Ratchadapisek 7 (Nathong), Ratchadapisek Road, 
Dindeang, Bangkok 10400 Thailand 
Phone: 66-2-692-1331　Fax: 66-2-692-1332 
■ベトナム:  KAWATA MACHINERY(VIETNAM) CO., LTD. 
REECO Building, 4th Floor, 98 Hoang Ngan Str. Trung Hoa Ward, Cau Giay District, Hanoi City, VietNam 
Phone: 84-24-22250155　Fax: 84-24-22250156 
■フィリピン:  KL AUTOMATION EQUIPMENT SALES & SERVICES 
  (Kawata (Thailand) Co., Ltd.  Representative Office)  
2nd Floor CJRS Parkview Bldg., Phase 5 Lot G&H, Rodeo Drive Laguna Bel Air2, Brgy. Don Jose, 
City of Sta. Rosa, Laguna 
Phone: 63-917-312-0003 
■マレーシア:   KAWATA MARKETING SDN. BHD. 
Lot 3986(F&G), Jalan Haruan 1, Oakland Industrial Park, 70300, Seremban,  
Negeri Sembilan, Malaysia 
Phone: 60-6-765-6628　Fax: 60-6-765-6629 
■インドネシア:  PT. KAWATA MARKETING INDONESIA 
Prince Center Building 6th. Floor Unit 0603 Jl. Jend. Sudirman Kav. 3-4 Jakarta Pusat 10220 
Indonesia 
Phone: 62-21-573-5232 
■香港：  KAWATA MACHINERY (HK) LIMITED 
Unit 902, 9/F, Lucky Commercial Center, No.103 Des Voeux Road West, Hong Kong 
Phone: 852-3118-1326　Fax: 852-2545-0576 / 2857-2607 
 

■台湾:  TAIWAN KAWATA CO., LTD. 
5F., No.37, Minzu Rd., Hsinchu City 300, Taiwan (R.O.C.) (Lion King Business Center) 
Phone: 886-3-534-1847　Fax: 886-3-534-1848 
■中国ー上海:  KAWATA MACHINERY MANUFACTURING (SHANGHAI) CO., LTD. / SHANGHAI OFFICE 
No. 325, Yuandian Road, Xinzhuang Industry Zone, Minhang District, Shanghai 201108, China 
Phone: 86-21-6289-8989　Fax: 86-21-6279-1266 
■中国－蘇州:  KAWATA MACHINERY MANUFACTURING (SHANGHAI) CO., LTD. / SUZHOU OFFICE 
Rm. 204, Building 3, No.1099, Baodai West Rd., Suzhou New&Hi-Tech Industrial Development Zone, 
Suzhou, Jiangsu 215011, China 
Phone: 86-512-6825-0628　Fax: 86-512-6825-0728  
■中国－天津:  KAWATA MACHINERY MANUFACTURING (SHANGHAI) CO., LTD. / TIANJIN OFFICE 
Rm. 1102, Block C, New City Center, No.3 Wanhui Rd., Zhongbei Town, Xiqing District, Tianjing 
300112, China 
Phone: 86-22-2370-7800　Fax: 86-22-2370-7801 
■中国－深　:  KAWATA MACHINERY MANUFACTURING (SHANGHAI) CO., LTD. / SHENZHEN OFFICE 
Rm. 1902, Mei Lan Business Centre, Crossing of Xixiang Street and Qianjin Two Road, Shenzhen, 
Guangdong 518101, China 
Phone: 86-755-8229-5249 / 5250　Fax: 86-755-8229-5251 
■中国－廣州:  KAWATA MACHINERY MANUFACTURING (SHANGHAI) CO., LTD. / GUANGZHOU OFFICE 
Rm. 1602, Block C4, no, 489 Xinggang Zhong Road, Haizhu District, Guangzhou, Guangdong 
510310, China 
Phone: 86-20-3402-5200 　Fax: 86-20-3402-5183  
■中国－各地事務所（上記MAP参照） 
●タイ（工場）:   REIKEN (THAILAND) CO., LTD 
136 Moo 1 Hi-tech Industrial Estate, Tambol Bannlane, Amphur Bangpa-in, Ayutthaya Province 13160 
Phone: 66-35-314-300　Fax: 66-35-314-301 
●インドネシア（工場）:  PT.KAWATA INDONESIA 
Jababeka Techno Park KIJ Ⅲ E2C Pasir Gombong Cikarang Utara Bekasi Jawa Barat 17550 Indonesia 
Phone: 62-21-89844560　Fax: 62-21-89844559 
●中国（工場）:  KAWATA MACHINERY MANUFACTURING (SHANGHAI) CO., LTD.  
No. 325, Yuandian Road, Xinzhuang Industrial Zone, Minhang District, Shanghai 201108 China 
Phone: 86-21-3329-0099　Fax: 86-21-3329-0096 
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会社概要 事業所一覧 
国内拠点 

〒550_0011 大阪市西区阿波座1_15_15（第一協業ビル） 
TEL（06）6531_8211（代）　FAX（06）6531_8216 

TEL（06）6531_8011（代）　FAX（06）6531_8216 

〒982_0003 宮城県仙台市太白区郡山2_5_14（クレセント郡山） 
TEL（022）308_6361（代）　FAX（022）308_6364 

〒370_0046 群馬県高崎市江木町1460_3 
TEL（027）310_1701（代）　FAX（027）321_4353 

〒332_0004 埼玉県川口市領家5_5_13 
TEL（048）224_0008（代）　FAX（048）224_0090 

〒104_0033 東京都中央区新川1_2_10（新川むさしやビル） 
TEL（03）3523_5680（代）　FAX（03）3523_5682 

〒243_0013 神奈川県厚木市泉町14_2（TYG第二泉町ビル） 
TEL（046）229_6828（代）　FAX（046）229_6810 

〒422_8041 静岡市駿河区中田4_1_26 
TEL（054）287_2040（代）　FAX（054）287_2344 

〒461_0021 名古屋市東区大曽根1_2_22 
TEL（052）918_7510（代）　FAX（052）911_3450 
TEL（052）918_7530（代）　FAX（052）911_7490 

〒732_0825 広島県広島市南区金屋町2_15（KDX広島ビル） 
TEL（082）568_0541（代）　FAX（082）263_5492 

〒812_0013 福岡市博多区博多駅東3_11_28（博多サンシティービルⅡ） 
TEL（092）412_6767（代）　FAX（092）412_6591 

〒669_1313 兵庫県三田市福島宮野前501_17 
TEL（079）563_6911　　　FAX（079）563_6917 
TEL（079）563_6941　　　FAX（079）563_4687 
TEL（079）563_6201　　　FAX（079）563_6244 
TEL（079）563_6991　　　FAX（079）563_6947 

〒332_0004 埼玉県川口市領家5_5_13 
TEL（048）224_4447（代）　FAX（048）224_0153 

〒557_0063 大阪市西成区南津守5_2_10 
TEL（06）6657_0858（代）　FAX（06）6657_0894

本 社  
 

大阪営業課  

仙台営業所  
仙台サービス 

北関東サービス 
 

埼玉営業所  
 

東京営業所  
 

南関東営業所 
南関東サービス 

静岡営業所  
静岡サービス 

名古屋営業所 
 

名古屋サービス 

広島営業所   
広島サービス 

九州営業所  
九州サービス 

三 田 工 場  
設 計 部  
購 買 部  
知財開発部  
品質保証室  

東 京 工 場  
東京サービス 

大 阪 工 場  
大阪サービス 
 

名 　 称  
代 表 者  
創 　 業  
資 本 金  
主 な 株 主  
年 　 商  
業 　 種  
従 業 員 数  
役 　 員  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主要取引銀行 
主な加入団体 
 
 
 
主 要 取 引 先  
 

株式会社カワタ 

代表取締役社長　白石　亙 

1935年９月１０日 

9億7，714万円 

カワタ共伸会、カワタ従業員持株会、㈱三菱UFJ銀行 

211億円（2020年3月期、連結） 

粉粒体加工機器並びにシステムの設計及び製造 

850名（2020年3月期、連結） 

代表取締役社長　白石　亙 

取締役　　　　　白井　英徳 

取締役　　　　　柴　　孝幸 

取締役　　　　　藤坂　祐宏 
取締役常勤監査等委員　渡部　寛 

取締役監査等委員　伊藤　芳伸 

取締役監査等委員　飯塚　一雄 

執行役員　　　　橋本　敏郎 

執行役員　　　　吉田　仁義 

執行役員　　　　木水　均 

執行役員　　　　矢野　正道 

㈱三菱UFJ銀行、㈱りそな銀行、㈱南都銀行、三菱UFJ信託銀行㈱ 

大阪商工会議所　大阪府工業協会　大阪工研協会　日本プラ

スチック機械工業会　プラスチック技術協会　プラスチック成形加

工学会　日本合成樹脂技術協会　東・西・�日本プラスチック製

品工業協会　日本粉体工業技術協会　日本バイオプラスチック協会

■商社・機械メーカー 

伊藤忠商事㈱／インタープラス㈱／ウシオライティング㈱／宇部興

産㈱／岡谷鋼機㈱／U&Mプラスチックソリューションズ㈱／㈱兼

松KGK／KISCO㈱／五洋商事㈱／芝浦機械㈱／住友重機械工

業㈱／住友商事マシネックス㈱／双日㈱／㈱ソディック／第一実

業㈱／大同トレーディング㈱／㈱ダイハン／デンカエンジニアリング

㈱／東洋機械金属㈱／東洋プラスチックス㈱／㈱豊通マシナリー

／豊田通商㈱／㈱東陽／長瀬産業㈱／㈱ニイガタマシンテクノ／

日精エー・エス・ビー機械㈱／日精樹脂工業㈱／日鋼YPK商事㈱

／㈱日本製鋼所／濱田化工機販売㈱／日立造船㈱／ファナック

㈱／フジ・クリエイト㈱／プラマテルズ㈱／丸紅㈱／三井物産㈱／

三菱商事㈱／㈱山善／ユアサ商事㈱／ロボショット・セールス㈱ 

■納入先 
㈱ＩＨＩ／アキレス㈱／旭化成㈱／旭有機材工業㈱／アルプス電
気㈱／アロン化成㈱／市光工業㈱／出光興産㈱／SMC㈱／㈱
エフピコ／大倉工業㈱／大塚製薬㈱／大塚テクノ㈱／㈱オプテス
／オリンパス㈱／花王㈱／㈱カネカ／岐阜プラスチック工業㈱／
キヤノン㈱／京セラ㈱／キリン㈱／㈱クボタケミックス／㈱クラレ／
㈱小糸製作所／㈱神戸製鋼所／コダマ樹脂工業㈱／コニカミノ
ルタ㈱／三甲㈱／ＣＫＤ㈱／㈱ＪＶＣケンウッド／シャープ㈱／信越
ポリマー㈱／スズキ㈱／スタンレー電気㈱／住友金属工業㈱／住
友化学㈱／住友電気工業㈱／積水化学工業㈱／ソニー㈱／ＤＩＣ
㈱／大化工業㈱／ダイキョーニシカワ㈱／大日本印刷㈱／ダイハ
ツ工業㈱／太陽誘電㈱／タキロンシーアイ㈱／竹内産業㈱／武
田薬品工業㈱／中央化学㈱／ＴＤＫ㈱／帝人㈱／テルモ㈱／デ
ンカ㈱／㈱デンソー／天馬㈱／㈱東海理化／㈱東芝／東洋クロ
ス㈱／東洋製罐㈱／東洋紡㈱／東レ㈱／凸版印刷㈱／豊田合
成㈱／トヨタ自動車㈱／南条装備工業㈱／㈱ニコン／日産自動
車㈱／ニプロ㈱／日本圧着端子製造㈱／日本電気㈱／日本航空
電子工業㈱／日本ゼオン㈱／日本電産㈱／㈱NUC／ハウス食品
㈱／パナソニック㈱／バンドー化学㈱／日立化成㈱／㈱日立製作
所／広島化成㈱／富士重工業㈱／富士フィルム㈱／㈱ブリヂスト
ン／古河電気工業㈱／北海製罐㈱／ＨＯＹＡ㈱／ポリプラスチッ
クス㈱／本田技研工業㈱／前澤化成工業㈱／マクセル㈱／マツ
ダ㈱／三井化学㈱／三菱ケミカル㈱／三菱自動車工業㈱／三菱
電機㈱／三ツ星ベルト㈱／㈱ムーンスター／㈱明治／森永製菓
㈱／山宗㈱／ヤマハ㈱／ヤマハ発動機㈱／ユニチカ㈱／㈱吉野
工業所／㈱リコー／㈱ロッテ 

（５０音順）

 
 

ホームページ　https://www.kawata.cc
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